
平成26年度予算のお知らせ

平成26年度の健康診断が始まります

健康保険制度が改正されました

事務局からのお知らせ

2014
Ｓｐｒｉｎｇ



◇一般勘定
●被保険者数　3，810人 （男性 ３，１４０人　女性６７０人）

●平均標準報酬月額　４５２，２４４円
（男性 ４８６，５１７円、　女性２８６，１５９円）

●総標準賞与額（年間合計）　４，５７８，０００千円
●平均年齢 ４４．２９歳 （男性４４．８６歳 　女性４１．６７歳）

●被扶養者数 ４，５２５人
●健康保険料率 １０００分の８４．００
( 事業主１０００分の５０.４０、被保険者１０００分の３３.６０)

平成２６年度予算編成の基礎となった数値
・一般保険料率 １０００分の８２．７０
( 事業主１０００分の４９.６２、被保険者１０００分の３３.０８)

・調整保険料率 １０００分の１．３０
( 事業主１０００分の  ０.７８、被保険者１０００分の ０.５２)

◇介護勘定
●介護保険の対象となる被保険者数　　３，３２０人
●介護保険料率 １０００分の１１．７６
( 事業主１０００分の５.８８、被保険者１０００分の５.８８)
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平
成
26
年
度
予
算
の
概
要
は
、
収
入
に
つ
い
て
は
被
保
険
者

数
お
よ
び
総
標
準
賞
与
額
の
減
少
見
込
に
よ
り
保
険
料
収
入
減

が
予
測
さ
れ
、
支
出
に
つ
い
て
は
、
納
付
金
が
前
期
高
齢
者
納

付
金
の
急
増
（
対
前
年
度
比
２
０
４
、８
１
３
千
円
）
お
よ
び

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
増
加
（
対
前
年
度
比
１
９
、７
４
０
千

円
）
の
影
響
で
、
対
前
年
度
比
で
２
１
５
、１
６
９
千
円
と
大

き
く
増
加
し
、
保
健
事
業
費
も
疾
病
予
防
費
の
増
加
に
よ
り
対

前
年
度
比
で
約
１
９
、０
０
０
千
円
増
加
す
る
た
め
、
平
成
26

年
度
は
経
常
収
支
差
引
で
２
５
６
、６
７
８
千
円
も
の
赤
字
予

算
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
字
予
算
の
最
大
要
因
は
、
毎
年
増
加
す
る
納
付
金

の
負
担
に
あ
り
、
特
に
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
急
増
（
注
１
）

は
、
組
合
財
政
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す                           

（
※
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
が
続
く
と
赤
字
補
填
の
た
め
取
り
崩

し
て
い
る
「
別
途
積
立
金
」
は
完
全
に
枯
渇
し
、
法
定
準
備
金

平
成
２６
年
度
事
業
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

「
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
急
増
に
よ
り
財
政
が
悪
化
」

「
別
途
積
立
金
の
取
り
崩
し
・
準
備
金
の
繰
入
に
よ
り

予
算
編
成
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
逼
迫
し
た
財
政
状
況
」

も
大
幅
に
減
少
す
る
た
め
、
現
行
の
保
険
料
率
で
は
予
算
編
成

が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
27
年
度
以
降
、
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
を
含
め
た
事
業
の
見
直
し
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
健
康
保
険
組
合
で
は
、
健
康
の
維
持
増
進
、
疾
病
の
予
防

を
目
的
と
し
た
特
定
健
診
、婦
人
科
健
診
、被
扶
養
者
健
診
（
巡

回
、
施
設
）、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
な
ど
の
各
種

健
診
の
ほ
か
、
特
定
保
健
指
導
、
生
活
習
慣
改
善
指
導
、
若
年

者
メ
タ
ボ
指
導
の
実
施
な
ど
の
保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
も
健
康
の
維
持
増
進
を
目
的
と
し
て
保
健
事
業
を

充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
被
保
険
者
お
よ
び
ご
家
族
の

皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
と
も
保
健
事
業
を
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
自
己
の
健
康
管
理
や
医
療
費
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

栗
田
健
康
保
険
組
合
の
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
、

去
る
平
成
26
年
２
月
４
日
開
催
の
第
１
２
０
回
組
合
会
に
お
い
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



科  目 予算額（千円） 被保険者
１人当たり額（円）

保 険 料 2,078,681 545,586
（基   本   保   険   料） （970,219） （254,651）

（特   定   保   険   料） （1,108,462） （290,935）

調 整 保 険 料 32,676 8,576
国庫負担金・利子収入 1,008 264
国 庫 補 助 金 収 入 1,081 284
雑 入 他 304 80
財政調整事業交付金 7,257 1,905
繰 入 金 312,548 82,033
合  　 　 　 計 2,433,555 638,728
経 常 収 入 合 計 2,081,073 546,213
事 務 費 52,803 13,859
保 険 給 付 費 1,088,336 285,652
（ 本 人 分 医 療 費 ） (465,853) (122,271)

（家族分医療費） (492,654) (129,305)

( 高 額 療 養 費） (12,984) (3,408)

（高齢者分医療費） (18,920) (4,966)

（現  金  給  付） (73,560) (19,307)

（付  加  給  付） (24,365) (6,395)

納 付 金 1,102,922 289,481
( 前期高齢者納付金 ) （531,366） （139,466）
( 後期高齢者支援金 ) （466,803） （122,521）
( 病床転換支援金 ) （0） （0）
( 退職者給付拠出金 ) (104,740) (27,491)
( 老人保健拠出金 ) （13） (3)

保 健 事 業 費 91,493 24,014
財政調整事業拠出金 32,677 8,577
積 立 金 他 2,200 577
予 備 費 63,124 16,568
合  　 　 　 計 2,433,555 638,728
経 常 支 出 合 計 2,337,751 613,583

経 常 収 支 の 差 引 △ 256，678 －

科  目 予算額（千円） 被保険者
１人当たり額（円）

保 険 料 205,950 87,267
繰 入 金 15,000 6,356
雑 収 入 9 4
合  計 220,959 93,627
介 護 納 付 金 211,122 89,459
還 付 金 17 7
積 立 金 9,820 4,161
合  計 220,959 93,627

このように、栗田健保の前期高齢者医療費が数千万円増加す
ると数億円単位で前期高齢者納付金は増加する仕組みとなって
います。皆さま方におかれましては、健康づくりを通して、医療
費削減の取り組みへのご協力をお願いいたします。

増え続ける前期高齢者納付金が
組合財政を悪化させています

前期高齢者（６５歳～７４歳）の医療費は、年々増加傾向にあ
り、当組合の財政を悪化させる原因となっています。
前期高齢者納付金は、健保組合の前期高齢者の加入率と、全国
平均の加入率を比較して、その率（加入者調整率）が低い健保
組合は、前期高齢者納付金をより多い割合で負担する仕組みと
なっています。

約 4.5 倍を
納付金として拠出14.34 ％

3.21 ％
全国平均 栗田健保

前期高齢者納付金は、前期高齢者の医療費と※前
期高齢者の加入者調整率が伸長すると増加する仕組
みとなっています。

加入者調整率＝ 全国平均の前期高齢者加入率 ( 平成２６年度１４．３４％）　　
栗田健保前期高齢者加入率 ( 平成２６年度３．２１％）

（注1）平成２６年度前期高齢者納付金が平成２５年度より約
２億４８０万円増加した理由は？
平成２６年度の前期高齢者納付金の算出基礎となった栗田健保
の前期高齢者医療費が平成２５年度より約３，０００万円増加し
たためです。

※前期高齢者の加入者調整率とは

平成２６年度収入支出予算概要（一般勘定）

平成２６年度収入支出予算概要（介護勘定）
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ポイント6

ポイント5

ポイント4

ポイント3

ポイント2

ポイント1

前期高齢者加入率※（平成２６年度）

保険料収入が減少					  
保険料収入が被保険者数及び総標準賞与額の減少見
込により、対前年度予算比で０．３２％の減少。	

別途積立金・準備金からも繰入
納付金の急増により、大幅な収入不足となるため、
別途積立金の繰入 (１８０,０００千円）に加えて準備金
(１３２，５４７千円 ) の繰入をしています。

保険給付費が減少
本人分医療費、現金給付の減少見込により、対前年
度予算比で５０，１７７千円（４．４１％）の減少。	

保険料収入の５３％を超える納付金
前期高齢者納付金の急増により、納付金は、前年度
より２１５，１６９千円増加。保険料収入の５３．１％
を占め、組合財政を悪化させる最大の要因となって
います。被保険者１人当り、約２８９千円納付するこ
ととなります。	

保健事業費は、保険料収入の４．４％
組合員の皆さまの健康の維持・増進をサポートする
ための予算は、保険料収入の４．４％を計上し、積極
的に取り組んでいます。

経常収支は２５６，６７８千円の赤字
保険料収入の減少と納付金の負担増により、経常収
支は、２５６，６７８千円の赤字予算となりました。	

収
　
　
　
　
入

収
　
入

支
　
　
　
　
出

支
　
出
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選択

30・35・40 歳になる年　無料

35
歳
以
上
扶
養
家
族
・
任
意
継
続

平成２６年度の健康診断が始まります
健康診断は、ご自身の体の状態を確認するための重要な健診です。また「がん検診」
は早期発見・早期治療のために定期的に受診しましょう。今年度の健康保険組合の「健
診の実施計画」は以下の通りです。

栗田健保に加入している栗田グループの女性従業員が対象です。
子宮がん、乳がん触診＋（エコー or マンモ 2 方向）それぞれ 1,500 円。
平成 26 年度に 30・35・40 歳になる方は無料となります。「早期発見早期治療」が大切。
早期であれば治る見込みのある癌です（乳がんは９割治っています）。

扶養家族・任意継続（本人・家族）が受診できる健診。
子宮がん・乳がん検診もオプションで受診できます。

扶養家族が受診できる健診。
子宮がん・乳がん検診もオプションで受診できます。

４０歳以上の扶養家族が受診できる健診。同封のＦＡＸ用紙で健保組合に
お申込みください。メタボ健診なので項目はメタボ関係のみになります。

＜平成２５年度の受診状況について＞
①社員が受診する「定期健康診断」はおおむねすべての方が受診しています。
なお、女性社員対象の「婦人科がん検診」は受診率が 25.3％に止まっています。
②被扶養者の健康診断は上記の３つの内いずれかを受診することになりますが、
約５０％の受診率にとどまっています。是非この機会に積極的に受診ください。
栗田健保では皆さんの健康を願い、受診率１００％を目指しています。

会社の定期健康診断。必ず受診し、結果をきちんと確認しましょう。
必要があれば二次健診も必ず受診しましょう。

5月ごろご案内送付（ピンク封筒）

5月ごろご案内送付（青封筒）

5月ごろご案内送付（青封筒）

5月ごろご案内送付（青封筒）

料金 : 無料

料金 : 無料

料金 :自己負担金各1,500 円

料金 :自己負担金 3,000 円

料金 :自己負担金 3,000 円

定期健康診断

婦人科「がん」健診

施設型健診

巡回レディース健診

メタボ健診（特定健診）

チ
ェ
ッ
ク
欄

被
保
険
者
　(

健
保
加
入
本
人)

年１回の定期健康診断を確実に受けましょう。
→あなたは、どの健診を受診しますか。○内にチェックし、左の健診内容を確認しましょう
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健診名 定期健康診断 巡回レディース
健診 施設型健診 特定健診 婦人科健診

実施主体 法定：事業主
法定外：健康保険組合 健康保険組合 健康保険組合 健康保険組合 健康保険組合

対象者 被保険者

35 歳 以 上 75 歳
未満の女性被扶養
者（任意継続被扶
養者を除く）

35歳以上75 歳未満
の被扶養者および任
意継続被保険者・任
意継続被扶養者

40 歳以上の被保険
者および被扶養者 女性の被保険者

項目　 内容
医師診察 一般診察・健康相談・指導 ◎ ● ● ●

身体測定

身長 ◎ ● ● ●
体重 ◎ ● ● ●
BMI ◎ ● ● ●
腹囲 ◎ ● ● ●

循環器系検査

血圧測定 ◎ ● ● ●
心電図 ◎ ● ● ※●
心拍数
眼底 ※●
眼圧

眼科検査 視力 ◎ ● ●
聴力検査 聴力（オージオ） ◎ ● ●
大腸検査 便潜血 ● ● □

尿検査

糖（BS） ◎ ● ● ●
蛋白 ◎ ● ● ●
潜血 ● ● ●
ウロビリノーゲン ●
ph
比重
沈渣 ●

血液検査

一般血液
検査

血色素（ヘモグロビン） ◎ ● ● ※●
ヘマトクリット（Ht） ● ● ● ※●
血小板数（PLT ／ PL） ● ●
赤血球数（RBC） ◎ ● ● ※●
白血球数（WBC） ● ● ●
血清鉄 ●
MCV
MCH
MCHC

脂質

総コレステロール（T-cho） ● ● ●
中性脂肪（TG） ◎ ● ● ●

HDL コレステロール（HDL-cho） ◎ ● ● ●
LDL コレステロール（LDL-cho） ◎ ● ● ●

肝機能

GOT（AST） ◎ ● ● ●
GPT（ALT） ◎ ● ● ●
γ -GTP（γ -GT） ◎ ● ● ●
総蛋白 ● ●
アルブミン ●
ALP ● ●
A/G 比 ●
ZTT ●
総ビリルビン ●

尿酸 尿酸（UA） ● ● ●

腎機能
尿素窒素（BUN） ● ●
血清クレアチニン（CRE） ● ● ●

糖尿病
空腹時血糖（BS） ◎ ● ● ●
グリコヘモグロビン A1c（HbA1c） ● ● ● ●

感染症
CRP
梅毒反応
HBs 抗原

その他
血液型（ABO）
血液型（Rh）

X 線・超音波など

胸部 X 線 ◎ ● ●
上部消化器官 X 線 ● ● □
腹部超音波 ●
呼吸機能

オプション検査

HCV 抗体
乳房触診 + 乳腺エコー ● ● ●
乳房触診 + 乳房マンモグラフィー ● □ ●
子宮がん（頸部細胞診） ● ● ●
PSA 検査 ●

平成26年度健診項目一覧表

● 健診項目　◎ 安衛法に定める健診項目　□ オプションのため別途全額自己負担　※ 医師の判断による追加項目
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「
栗
田
健
保
の
医
療
費
」
と

「
健
康
管
理
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
“
心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
”
は
、
誰
も
が
考
え
る

共
通
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
病
気
や
ケ
ガ
の
場
合
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
役
に

立
つ
の
が
健
康
保
険
で
す
。

　

以
下
お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
、
最
近
の
栗
田
健
保
に
お
け
る
医
療
費
の
動
向
に
つ

い
て
で
す
。今
一
度
、ご
自
身
の
健
康
管
理
と
医
療
費
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

   

栗
田
健
保
医
療
費
の
総
額
は
、
毎
年
概

ね
11
億
円
弱
を
支
出
し
て
お
り
、
保
険
料

収
入
比
で
は
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

   

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医
療
費
を
見

る
と
１
４
０
～
１
５
５
千
円
で
推
移
し
て

お
り
、
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
や
や
上

回
る
支
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

近
年
、
医
療
費
の
中
で
、
特
に
着
目
さ

れ
て
い
る
「
メ
タ
ボ
医
療
費
」「
ガ
ン
医

療
費
」「
メ
ン
タ
ル
医
療
費
」
を
見
る
と

①
心
脳
血
管
疾
患
に
関
わ
る
メ
タ
ボ
関
連

医
療
費
は
、
近
年
や
や
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
医
療
費
の
約
10
％
強
支
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
予
防
可

能
な
医
療
費
で
あ
り
、
個
々
人
の
生
活
習

慣
の
良
否
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
加
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
傾
向
を

   

一
般
的
に
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
展
、
医
療

技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
年
々
増
加
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
栗
田
健
保
の
医
療
費
は
、

近
年
そ
の
増
加
が
少
し
抑
制
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
健
康
意
識
を
高
め
、
健

康
の
維
持
増
進
、　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
取
り
組
み
、
医
療
費
の
増
加
抑
制
・
削
減
に
繋

げ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
管
理

３
つ
の
ス
ス
メ

    

「
気
付
く
」
た
め
の
健
診
の
ス
ス
メ

ご
自
身
の
体
の
現
状
を
確
認
し
、
病
気
の

兆
候
に
「
気
付
き
」、
早
期
に
治
療
を
行
う

こ
と
は
、
将
来
の
健
康
な
生
活
に
つ
な
が

る
と
共
に
、
医
療
費
の
抑
制
が
図
れ
ま
す
。

栗
田
健
保
で
は
、
定
期
健
康
診
断
を
は
じ

め
と
し
、
巡
回
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
や
施
設

検
診
、
婦
人
科
健
診
な
ど
様
々
な
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
健
診
を
受
診
し
、
ご
自
身
の
体

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

    

「
生
活
習
慣
の
見
直
し
」
の
ス
ス
メ

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
食
生
活
、
適
量
を
超

え
た
飲
酒
、
運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
は
、

加
齢
と
共
に
生
活
習
慣
病
を
招
く
原
因
と

な
り
ま
す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

    

「
健
康
家
族
」
の
ス
ス
メ

ご
自
身
が
健
康
な
状
態
で
生
活
す
る
こ
と

は
、
自
分
自
身
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家

族
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
つ
く
り
、
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
家
族
の
健
康
づ
く
り
に
も
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。　

示
す
の
で
、
若
い
う
ち
か
ら
し
っ
か
り
と
し

た
生
活
習
慣
病
の
予
防
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
現
在
死
亡
率
第
１
位
の
ガ
ン
に
つ
い
て
そ

の
医
療
費
は
お
お
よ
そ
４
～
６
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
が
ん
検
診
の

受
診
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
女
性
（
女
性
社
員
、
被
扶
養
者
）
の
が

ん
検
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
メ
ン
タ
ル
関
連
に
つ
い
て
も
、
お
お
よ
そ

２
～
４
％
の
医
療
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
疾
患
に
関
す
る
対
策
は
、
社
員
一

人
ひ
と
り
、
ま
た
管
理
職
・
組
織
と
し
て
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

１２３

年度 年総額
（百万円）

保険料
収入比
（％）

組合員
１人当たり
（千円）

全国平均
１人当たり
（千円）

平成２２年度（実績） １，０６４ ６２．２ １４２ １４１

平成２３年度（実績） １，０９６ ５７．７ １５４ １４４

平成２４年度（実績） １，０８４ ５１．７ １４５ １４６

平成２５年度（見込み） １，０９２ ５２．０ １３０ －

平成２６年度（予算） １，０８８ ５２．３ １３０ －

１２３

栗田健保医療費の状況
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産
前
・
産
後
休
業
中
の

保
険
料
が　
　
　
　
に

お知らせ

免
除

　
高
齢
化
に
よ
り
医
療
や
介
護
な
ど
社
会
保
障
に
か
か

る
負
担
が
増
大
し
て
お
り
、
政
府
は
高
齢
者
で
も
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
を
増
や
す
な
ど
、
負
担
の
あ
り
方

を
「
年
齢
別
」
か
ら
「
負
担
能
力
別
」
に
変
え
る
方
向

で
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
健
康
保
険
に
つ
い
て
も
家
計
の
負
担
に
影
響
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

新
し
く

７０
歳
に
な
る
人
か
ら

窓
口
負
担
が　
　
　
　
に

　

７０
歳
か
ら
７４
歳
の
人
の
窓
口
負
担
は
、
平
成
２６
年
４
月

以
降
に
７０
歳
に
な
る
人
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

法
律
上
は
平
成
２０
年
４
月
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
、
７０
歳
に
な
っ
た
人
か
ら
段
階
的
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
４
月
１
日
ま
で
に
す
で
に
７０
歳
に
達
し
て
い

る
人
（
生
年
月
日
が
昭
和
１４
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
１９
年

４
月
１
日
ま
で
の
人
）
で
標
準
報
酬
月
額
28
万
円
以
上
の

現
役
並
み
所
得
者
に
該
当
し
な
い
人
は
、
軽
減
特
例
処
置

の
対
象
と
な
る
た
め
１
割
負
担
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

次
世
代
育
児
支
援
の
観
点
か
ら
、
産
前
・
産
後
休
業
中

の
保
険
料
（
事
業
主
負
担
分
と
被
保
険
者
負
担
分
）
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
育
児
休
業
期
間
中
の
社
会
保
険
料
は
す
で

に
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
様
の
配
慮
が
産
休
中
に

も
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
休
が
終
了
し
再
度
勤
務
を
始
め
た
際
に
報
酬

が
低
下
し
た
場
合
に
は
、
産
休
終
了
後
の
３
ヵ
月
間
の
報

酬
を
基
に
標
準
報
酬
月
額
が
改
定
さ
れ
、
保
険
料
は
報
酬

実
態
に
見
合
っ
た
負
担
水
準
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

「
健
康
保
険
制
度
」が

さ
れ
ま
し
た

改
正

 　平成 26 年
４月から

 　平成 26 年
４月から

産休・育休に関する保険料免除

就業　産前・産後休業中　育児休業中　復帰後

産
前
６
週
間

産
後
８
週
間

保
険
料
免
除

保
険
料
負
担

保
険
料
免
除

保
険
料
負
担

産
前
・
産
後

休
業
中
の
保
険
料
が

新
し
く
免
除
に

実
態
に
合
っ
た

負
担
に
す
る
た
め
に

標
準
報
酬
月
額
を
改
定

２
割

　消費増税に伴う診療報酬について、病院などに支払う初診料 120
円、再診料 30円、歯科では初診料 160 円、再診料 30円引き上げと
なりました。実際に窓口で３割を負担している会社員の場合は初診
料 36円、歯科初診料 48円、再診料は 9円と、わずかですが、今後
さらに医療費の節約にご協力ください。

1健康管理に努める　

毎年健診を受けて日頃の生活習慣に気を付ける
2かかりつけ医を持つ　
いきなり大病院にいかない。紹介状がないと平均 2,000 円の
特別料金がかかります（もっとかかる場合もあります）
3ハロー健康相談を利用　

栗田健保 24時間無料電話相談0120-010-903
医師・保健師・助産師・看護師・管理栄養士・心理カウンセラー
等が年中無休体制で相談にのります。

平成 26 年 4月から
初診料・再診料（医科・歯科）

が上がりました。

～これをやるだけで違う～【医療費節約方法】
4ジェネリック医薬品活用	
薬剤費が安くなります
5健康・病気情報に関心を持つ　
健保からのお知らせで賢く補助制度を利用し、また健康情
報も入手（情報誌ＫｅｎｐｏＮｅｗｓ・管理栄養士だより・ＨＰ・
掲示板）
6小児救急は＃8000へ　
休日・夜間に子の具合が悪くなった等、判断に迷った時、
小児科医師・看護師よりアドバイスが受けられます。
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朝
の
目
覚
め
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
に

は
、
ま
ず
は
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
。
朝
食

に
は
脳
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る

朝が弱い人は
こうして

朝の目覚めが悪いと、やる気も出ずに
１日を快適に過ごしにくいものです。
これをスッキリさせるコツは２つ。

「朝食を食べること」と「早寝早起き」です。
朝の目覚めを快適に迎え、

新たなシーズンを気持ちよくスタートさせましょう。

働
き
が
あ
り
ま
す
。
眠
っ
て
い
た
脳
を
起

こ
し
て
頭
を
さ
え
さ
せ
、
気
持
ち
よ
く
１

日
の
活
動
を
始
め
る
に
は
朝
食
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
朝
食
の
準
備
や
片
づ
け

を
し
て
体
や
視
覚
な
ど
を
使
う
こ
と
で
脳

に
刺
激
が
伝
わ
り
ま
す
の
で
、
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
は
さ
ら
に
効
果
的
で

管理栄養士・健康運動指導士

菊池真由子

スッキリ！

あした
元気に

朝
食
で
脳
を

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
！
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す
。

近
ご
ろ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
研
究
分
野

に
「
時
間
栄
養
学
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
る
と
朝
食
に
は
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ

ト
し
、
脳
と
体
を
目
覚
め
さ
せ
、
集
中
力

や
免
疫
力
を
高
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
朝
食
を
食
べ
て
い
る
人
の
ほ
う
が
テ

ス
ト
の
正
答
率
が
高
く
、
運
動
能
力
も
高

い
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か

も
、
毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
場
合
の
ほ

う
が
、
イ
ラ
イ
ラ
と
し
た
不
快
感
を
も
ち

に
く
い
傾
向
も
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
食
の
内
容
は
「
ご
は
ん
と
ふ
り
か

け
」、
あ
る
い
は
「
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
だ

け
」
で
は
物
足
り
ま
せ
ん
。
肉
や
魚
、

卵
、
納
豆
、
ハ
ム
、
チ
ー
ズ
な
ど
た
ん
ぱ

く
質
の
源
と
な
る
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
で

す
。
余
裕
が
あ
れ
ば
、
具
の
多
い
味
噌
汁

や
サ
ラ
ダ
な
ど
野
菜
料
理
を
プ
ラ
ス
す
る

と
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
寝
起
き
を
よ
く
す
る
秘

訣
は
睡
眠
で
す
。
睡
眠
時
間
が
少
な
く
睡

眠
の
質
が
悪
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
の
機

能
低
下
を
招
き
、
朝
、
気
持
ち
よ
く
起
き

上
が
れ
ま
せ
ん
。
睡
眠
は
カ
ラ
ダ
と
脳
の

大
切
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。
し
か
も
集

中
力
や
記
憶
力
、
判
断
能
力
な
ど
を
高
め

る
の
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
睡
眠
不
足
は
仕

事
や
学
習
の
能
率
低
下
や
記
憶
力
低
下
、

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
、
不
注
意
な
ど
を
招
く
こ

と
か
ら
け
が
の
原
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
早
寝
早
起
き
の
リ
ズ
ム
に
す
る
こ

と
が
熟
睡
す
る
に
は
大
切
で
す
。

睡
眠
時
間
の
長
さ
を
気
に
す
る
人
が
い

ま
す
が
、
適
切
な
睡
眠
時
間
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
疲
れ
が
翌
日
に
持
ち
越
さ

れ
ず
、
日
中
ぼ
ん
や
り
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
適
切
な
睡
眠
が
と
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
の
夜
ふ
か
し
を
解
消
す

る
た
め
す
る
「
寝
だ
め
」
の
過
信
は
禁

物
。
朝
寝
坊
の
人
の
寝
だ
め
は
か
え
っ
て

夜
の
寝
つ
き
を
悪
く
し
、
翌
日
の
睡
眠
不

足
を
招
き
ま
す
。
寝
だ
め
は
睡
眠
不
足
と

い
う
睡
眠
の
一
時
的
な  

借
金 

を
解
消

す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
将
来
の　

貯
金

　

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
、
そ
し
て
早
寝
早

起
き
で
、
朝
の
目
覚
め
を
快
適
に
し
ま

し
ょ
う
。

朝
食
を
食
べ
る

ごはんやパンなどの炭水化物だけで
なく、たんぱく質も。野菜サラダもあ
るとベスト！

朝寝坊や寝だめ
など、不規則な
睡眠だと睡眠リ
ズムが崩れてス
ッキリ目覚められ
ません。

「低血圧で朝がつらい」はホント？！
  「低血圧で朝がつらい」という人がいますが、朝
がつらい人のほとんどは生活習慣に原因があります

（一部の重い低血圧の場合を除きます）。朝、目覚め
たときの寝起きのつらさを軽減するには、「決まっ
た時間に起きる」「朝に二度寝しない」といった習
慣を身につけることが大切なのです。

このほか、睡眠の質を悪くする理由として、人間
関係のストレスなどによる寝つきの悪さや飲酒によ

る影響があります。特にアルコールは睡眠のリズム
を乱すため、寝酒や深酒は熟睡を邪魔してしまいま
す。快適な睡眠を妨げるこのような原因をなるべく
解消することも、朝の目覚めをスッキリさせるため
には大事です。

ただし、睡眠不足によるものとはいえないめまい
やふらつきがある場合は、貧血が原因の可能性があ
ります。頻発するなら医療機関を受診しましょう。

元気に
なるコツ

早
寝
早
起
き

寝
だ
め
は

か
え
っ
て
睡
眠
不
足
を
招
く

＂

＂

＂

＂

プラス

1
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　栗田健康保険組合では、これまでは被扶養者の資格の
再確認（検認）につきましては、健康保険証の有効期限
が１年間の被扶養者の方および任意継続被保険者（被扶
養者を含む）の方を対象に毎年実施してきましたが、平
成 26年度からは健康保険法施行規則第 50条と厚生労働
省からの指導に基づき、被扶養者の方全員を対象に実施
することといたしました。
　被保険者の方におかれましては、趣旨をご理解いただ
き、何とぞ、ご協力の程よろしくお願いいたします。
　なお、詳細な実施要領につきましては、栗田工業グルー
プ掲示板、組合ＨＰなどに掲載してご案内いたします。

本年度から被扶養者資格の再確認調査（検認）を実施します
●被扶養者資格の再確認調査（検認）とは
　健康保険組合では、本人（被保険者）だけでなく、
扶養家族（被扶養者）へも医療費等の給付を行います。
被扶養者は保険料を負担することなく給付を受けられ
ますので、資格の認定には一定の基準が法律で定め
られており、当健保組合もそれに従い適正で厳格な認
定をしています。
　したがいまして、被扶養者においては、資格認定基
準を満たし認定された方も、その後継続して認定基準
を満たしているかを定期的に確認する必要があります。
　このように「検認」を行うことにより、適正な資格
認定を行うことになり、保険料から支払われる各種給
付の適正化につながります。

事務局からのお知らせ

緊急時、困ったとき、誰かに相談したいとき、
無料電話で気軽に専門家（医師・保健師・助産師・
看護師・管理栄養士・心理カウンセラー）に相
談できます。電話相談することにより医療費節
約にも繋がります。

2010 年４月より 2014 年１月までの利用状況を把握しました。近年、
各社においてメンタルや健康相談のしくみを導入している状況にあり
ますが、本健保の「ハロー健康相談」の利用が約 300 件以上あり、一
定の利用者の相談に利用されています。
特に小児科での育児・子供の病気などの相談に多く利用されています。

“健康に関し困ったときは”是非ご利用を、「匿名」での相談も受け付
けていますので、気楽にご利用ください。

その他 17
精神科 13
心療内科 27
泌尿器科 1
皮膚科 21

耳鼻咽喉科 27

眼科 10
産婦人科 6 小児科 121

脳神経外科6
整形外科 19

外科 22

内科 60600

400

493
446

358 312

200

0

※ 2013 年度は 2014.1 月までの実績 ※ 2012 年度相談内容別件数

2010
年度
2011

年度
2012

年度
2013

年度

利用状況

２４時間いつでも
無料電話相談

ハロー健康相談をご活用ください！

0120-010-903
【栗田専用無料ダイヤル】

１．平均標準報酬月額　　　　　　　　 ４５７，０４７円
２．任意継続被保険者の標準報酬月額    ４７０，０００円
３．適用年月日                     　　　平成 26 年４月１日

任意継続被保険者の平均標準報酬月額に関する件
当組合の平成25 年９月30日現在
における全被保険者の標準報酬
月額は、次のとおりです。

公
告
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さとう　あいこ／神奈川県出身。
1992年「第6回全日本国民的美少女コンテスト」でグランプリを受賞。

以後、数々のCM、舞台、映画、ドラマに出演。

photo/m
anabu nobutou  text/yuzuru kurachi

動物たちとの触れ合いは
気持ちをリセットできる

幸せな時間です

婚
を
機
に
千
葉
の
自
然
豊
か

な
場
所
へ
引
っ
越
し
て
、
動

物
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
自
宅
で
も
犬
や

猫
を
飼
っ
て
い
ま
す
が
、
夫
が
働
い
て
い

る
近
く
の
乗
馬
倶
楽
部
に
も
馬
や
猫
が
い

て
、
そ
の
子
た
ち
と
触
れ
合
う
う
ち
に
自

分
の
中
で
そ
の
存
在
が
日
に
日
に
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

人
間
ど
う
し
は
言
葉
が
あ
り
ま
す
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す

い
分
、
人
間
関
係
に
疲
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
も
、
動
物
た
ち
と
は
言
葉
が
通

じ
な
い
と
こ
ろ
で
意
思
を
伝
え
合
わ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。不
思
議
な
も
の
で
、そ
の

せ
い
か
、
接
し
て
い
る
と
邪
念
が
な
く

な
っ
て
気
持
ち
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
乗
馬
を
始

め
た
と
き
に
、
そ
れ
を
発
見
し
ま
し
た
。

乗
馬
は
一
見
す
る
と
優
雅
に
見
え
ま
す

が
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
の
体
力

面
に
加
え
、
馬
と
心
を
通
じ
合
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
必
要
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
馬
と
接
し
て
い
る
と
、
以
前

だ
っ
た
ら
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
で

も
イ
ラ
イ
ラ
し
な
く
な
っ
て
、
精
神
的
に

楽
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し

た
。
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、
生
き

物
に
触
れ
る
時
間
や
自
然
に
触
れ
る
時
間

を
も
つ
の
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

都
心
で
テ
レ
ビ
に
出
演
し
た
り
女
優
の

お
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
と
、
畑
や
自
然

が
あ
っ
て
動
物
た
ち
に
囲
ま
れ
た
自
宅
で

過
ご
し
て
い
る
と
き
を
比
べ
る
と
、
大
き

な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
だ
か

ら
こ
そ
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
換
え
が
は
っ

き
り
で
き
て
、
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
生
活

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
自
宅
で
は
ま
っ

た
く
気
に
な
ら
な
い
く
せ
に
、
仕
事
中
だ

と
小
さ
な
虫
が
１
匹
飛
ん
で
い
る
だ
け
で

大
騒
ぎ
す
る
自
分
を
自
分
で
笑
っ
た
り
し

て
（
笑
）。
都
会
と
自
然
の
両
方
の
暮
ら

し
が
で
き
る
の
は
、
実
は
と
て
も
ぜ
い
た

く
で
幸
せ
な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

佐藤藍子さ
　ん

［ 女優 ］

い
つ
で
も

結



四
季
折
々
の

自
然
に
寄
り
添
い
、

お
も
て
な
し
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
た
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

　
簡
単
ご
ち
そ
う
レ
シ
ピ
”を

ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

食
卓
を
彩
る

鮮
や
か
な
緑
色
、
独

特
の
ほ
ろ
苦
さ
や
香

り
が
春
ら
し
さ
を
演
出
し
て
く
れ
ま

す
。
和
え
物
、
炒い
た

め
物
、
パ
ス
タ
な
ど

に
も
。
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富

で
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
含
有
量
は
野
菜

の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
は
水
溶
性
な
の
で
、
短
時
間
で
ゆ
で

て
ざ
る
に
上
げ
て
そ
の
ま
ま
冷
ま
し
、

損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

菜
の
花

季節を彩る

季
節
の
食
材
を

組
み
合
わ
せ
た

春
爛ら
ん

漫ま
ん

な
一
品
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鯛
たい

と菜の花の
手こねずし

監修 ・ 料理制作／岩﨑啓子（管理栄養士・料理研究家）　　
撮影／鈴木雅也

●作り方●材料（2 人分）

（1人分／ 363㎉　塩分 1.7ｇ）

米……………………………1 合
　　酢…………大さじ 1 と 1/2
　　塩………………小さじ 1/3
　　砂糖………………小さじ 1
鯛（刺し身用）……………100g
　　しょうゆ…………小さじ 1
　　みりん…………小さじ 1/2
　　わさび…………………少々
菜の花………………………50g
塩……………………………少々
カットわかめ…………小さじ 1

米を炊いたら、熱いうちにＡ
の合わせ調味液（すし酢）を
回しかけ、さっくりと混ぜる。
鯛はそぎ切りにし、Ｂの漬け
だれをからめる。菜の花はさっ
とゆでてざるに上げ、粗熱が
とれたら半分の長さに切り、
塩をふる。カットわかめはさっ
と洗う。
①のすし飯に②をさっと混ぜ
合わせ、器に盛る。

注
目
の
食
材

菜
の
花

春
の
息
吹
を

感
じ
さ
せ
る
、

ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な

緑
黄
色
野
菜
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